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　日本とドイツは国交樹立 150 周年
を迎えた。プロイセンのオイレンブ
ルク伯爵と江戸幕府が修好通商条約
を結んだ1861年以降、日本とドイツ
には、友好関係を物語る多くの史実
がある。ドイツに留学した森鷗外、
外交官でドイツ人女性と結婚した青
木周蔵、日本の近代医学の父といわ
れるエルヴィン・ベルツ。明治維新
後の日本はドイツを近代化のモデルと
し、世界の列強に負けない国を作ろう
とした。その後の第一次世界大戦中に

は両国は敵味方になったが、ドイツ人俘
虜と日本人の間に生まれた温かい交流から、多く

の技術が伝えられた。本書はこうした日独の150年に亘る長
い歴史を、豊富な写真や絵画とともに通観する。
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青木周蔵と娘、孫娘

豊富な写真、絵画でたどる日独の歴史
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